
● 項目の解説

● 当院の実績

単　　位 │ 件数

期　　間 │ 年間

備考

● 定　　義

2 手術室内での手術件数

国立大学病院は高度急性期・急性期の要です。外科手術の提供だけでなく、その技術の普及を図ることは、
診療と教育という国立大学病院の社会的責任を果たすことになります。外科医、麻酔科医、看護師などの医
療チームが手術室を効率的に活用し、どれだけの手術に対応することができているかを表現する指標です。

診療に係る項目

ＤＰＣデータを元に算出した、手術室で行われた手術（輸血、内視鏡的処置、血管への経皮的処置等を除く）
の件数です。ただし、複数術野の手術など、１手術で複数手術を行った場合でも、同一日の複数手術は合わ
せて１件としてカウントしています。また、各大学間で集計方法が異なる可能性があるため、手術管理台帳で
はなく、入院患者の医療行為に対する保険請求実績を元に集計を行っています。これにより、一部手術室以
外で行われた手術が件数に含まれている可能性があります。

実施数数 式 │

令和２年度以降の手術件数は、新型コロナウ
イルス感染症の影響を受けています。

令和３年度国立大学病院平均値
 　　　　　　　　　　　 (100床あたり)　971.73件
(令和３年度当院　100床あたり　715.95件)
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